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Sun Fire™ ミッドレンジシステム
ファームウェア 5.20.0 のご使用に
あたって

本書では、Sun Fire E6900/E4900/6800/4810/4800/3800 システムのファームウェア 
5.20.0 release に関する一般的な情報およびシステムの制限事項について説明します。

本書では、次のトピックについて記載します。

■ Sun Fire ミッドレンジシステムとエントリレベルミッドレンジシステムのファー
ムウェアのマニュアル

■ 5.20.0 で導入された機能
■ 一般的な情報
■ Sun Fire ミッドレンジシステムの既知の制限事項

Sun Fire ミッドレンジシステムとエント
リレベルミッドレンジシステムのファー
ムウェアのマニュアル
5.20.0 ファームウェアには、次のマニュアルセットが付属しています。

■ Sun Fire ミッドレンジシステム (E6900/E4900/6800/4810/4800/3800)

■ 『Sun Fire ミッドレンジシステムプラットフォーム管理ガイド』
(Part No. 819-5599-10)

■ 『Sun Fire ミッドレンジシステムコントローラコマンドリファレンスマニュア
ル』
(Part No. 819-5603-10)

■ 『Sun Fire ミッドレンジシステムファームウェア 5.20.0 ご使用にあたって』
(Part No. 819-5597-10)
1



■ Install.info － ファームウェアに付属のテキストファイル。Sun Fire ミッ
ドレンジシステムのファームウェアのアップグレードおよびダウングレードの
手順について説明しています。

エントリレベルミッドレンジシステム (E2900/V1280/Netra 1280) のアップグ
レードおよびダウングレードの手順については、『Sun Fire エントリレベル
ミッドレンジシステム管理マニュアル』を参照してください。

■ Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム (E2900/V1280/Netra 1280)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』
(Part No. 819-5593-10)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムコントローラコマンドリファ
レンスマニュアル』
(Part No. 819-5589-10)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムファームウェア 5.20.0 ご使用
にあたって』
(Part No. 819-5584-10)

5.20.0 で導入された機能
この節では、Sun Fire ミッドレンジシステムでの 5.20.0 の新機能について簡単に説明
します。

サポートされているボードの種類

5.20.0 release は、UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードをサポートします。
UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードを使用したシステムのアップグレードの詳細
は、『Sun Fire ミッドレンジシステム UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードのアッ
プグレード要件』(819-3886-10) および『Sun Fire ハイエンドおよびミッドレンジシ
ステム CPU/メモリーボード設置マニュアル』(817-6032) を参照してください。

5.20.0 でさらに拡張された可用性機能

ファームウェア 5.20.0 release を、Solaris 10 オペレーティングシステムが動作してい
るドメインを持つシステムで使用すると、Solaris が検出したハードウェア障害イベ
ントに関する情報が提供されます。この情報は、Solaris ソフトウェアによって取り
込まれてからシステムコントローラに伝達されます。システムコントローラは、自動
診断 (AD) およびドメイン (DOM) のイベントメッセージを通じてこの情報を報告し
ます。
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5.20.0 でのコマンドの追加または変更

5.20.0 では、次の SC コマンドが追加されました。

■ setupdomain – log-reset-data、verbose-reset-data、および reset-
data-ftp-url[] オプションの追加。

■ showdomain – log-reset-data、verbose-reset-data、および reset-
data-ftp-url[] オプションの表示の追加。

これらのコマンドの詳細は、『Sun Fire ミッドレンジシステムコントローラコマンド
リファレンスマニュアル』の説明を参照してください。

一般的な情報

一部のミッドレンジシステムの要件

UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードを搭載した E6900/E4900 システムおよびミッ
ドレンジシステムでは、5.20.0 ファームウェアと、Solaris リリースの 小要件として 
Solaris 10 または Solaris 9 オペレーティングシステム (使用可能な場合) の互換リリー
スが必要です。

ファームウェアの互換性

ファームウェアバージョン 5.12.x ～ 5.19.x のファームウェアが動作するシステム
ボードは、相互に互換性があります。ただし、5.11.x が動作するシステムボードは、
ファームウェアバージョン 5.12.x ～ 5.19.x のファームウェアが動作するシステム
ボードと互換性がありません。使用しているシステムボードのファームウェアの互換
性は、showboards -p version -v コマンドを実行することによって確認できま
す。表示される情報から、各ボードのファームウェアが SC で動作している ScApp 
のバージョンと互換性があるかどうかがわかります。

使用しているすべてのシステムボードのファームウェアを同じバージョンに更新し、
ドメイン上でできるだけすみやかに新しいバージョンのファームウェアを起動してく
ださい。ドメインのファームウェアは、setkeyswitch off および 
setkeyswitch on コマンドを実行することによって起動します。システムの
ファームウェアの更新およびファームウェアの互換性の確認方法については、今回の
ファームウェアリリースに付属する Install.info ファイルを参照してください。

一部のハードウェアコンポーネントでは、次に示すとおり、ファームウェアバージョ
ンの 小要件を満たす必要があります。
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■ UltraSPARC IV CPU/メモリーボードには、5.16.0 以降のファームウェアが必要。
UltraSPARC IV CPU/メモリーボードは、5.16.0 より前のリリースのファームウェ
アでは動作しません。

■ UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードには、5.19.0 以降のファームウェアが必
要。UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードは、5.19.0 より前のリリースのファー
ムウェアでは動作しません。

■ COD ボードでは、COD をサポートするファームウェアバージョンが動作してい
る必要があります。COD のサポートは、ファームウェアリリース 5.14.0 で導入さ
れました。

ドメインでの UltraSPARC IV+ システムボードの
使用

使用している Sun Fire E6900 または 6800 システムの構成に、システムボードを組み
合わせることができます。システムボードの組み合わせは、作成できるドメインの構
成に影響します。ただし、パーティションに UltraSPARC IV+ システムボードが含ま
れる場合、そのパーティション内では 1 つのドメインしかアクティブにできません。

表 1 に、ドメイン構成のオプションを示します。

シングルパーティションで構成されたシステムでは、ドメイン A およびドメイン B のみが使用可能であることに注意してください。

表 1 Sun Fire E6900 または 6800 システムのドメインでのシステムボードの組み合わせ

構成 ドメイン A ドメイン B ドメイン C ドメイン D setupplatform

usiv+ 変数

2 つのドメインで 
US IV+ を使用

US III+

US IV

US IV+

未サポート US III+

US IV

US IV+

未サポート a = true
c = true

1 つのドメインで 
US IV+ を使用

US III+

US IV

US IV+

未サポート US III+

US IV

US III+

US IV

a = true
c = false

1 つのドメインで 
US IV+ を使用

US III+

US IV

US III+

US IV

US III+

US IV

US IV+

未サポート a = false

c = true

すべてのドメイン
で US IV+ を使用

しない

US III+

US IV

US III+

US IV

US III+

US IV

US III+

US IV

a = false
c = false
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Sun Fire E4900 または 4800 システムのドメインを構成する場合も、同様の構成が適
用されます。表 2 を参照してください。

シングルパーティションの場合は、UltraSPARC IV+ システムボードが含まれるアク
ティブな 1 つのドメイン、つまりドメイン A だけが許可されます。表 3 を参照して
ください。

▼ UltraSPARC IV+ のドメインでのサポートを使用
可能にする

● setupplatform コマンドを使用して、ドメイン A またはドメイン C での usiv+ 
のサポートを変更します

表 2 Sun Fire E4900 または 4800 システムのデュアルパーティションドメインでの
システムボードの組み合わせ

構成 ドメイン A ドメイン C setupplatform 
usiv+ 変数

2 つのドメインで 
US IV+ を使用

US III+

US IV

US IV+

US III+

US IV

US IV+

a = true
c = true

1 つのドメインで 
US IV+ を使用

US III+

US IV

US IV+

US III+

US IV

a = true
c = false

1 つのドメインで 
US IV+ を使用

US III+

US IV

US III+

US IV

US IV+

a = false
c = true

すべてのドメイン
で US IV+ を使用

しない

US III+

US IV

US III+

US IV

a = false
c = false

表 3 Sun Fire E4900 または 4800 システムのシングルパーティションドメインでの
システムボードの組み合わせ

ドメイン A ドメイン B setupplatform usiv+ 変数

US III+

US IV

US IV+

未サポート a = true

c = true または false

US III+

US IV

US III+

US IV

a = false

c = true または false
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次に例を示します。

setupplatform コマンドの詳細は、『Sun Fire ミッドレンジシステムコントローラ
コマンドリファレンスマニュアル』を参照してください。

注 – usiv+ オプションは、影響を受けるパーティション内のすべてのドメインがオ
フになっている場合にのみ変更できます。setkeyswitch コマンドを使用してドメ
インの電源を投入および切断する方法の詳細は、『Sun Fire ミッドレンジシステムコ
ントローラコマンドリファレンスマニュアル』を参照してください。

▼ UltraSPARC IV+ のドメインでのサポートの状態
を表示する

● showplatform -p usiv+ コマンドを使用します

次に例を示します。

UltraSPARC IV+ I/O ボードの DR の制限事項 
Sun Fire E6900 または E4900 サーバーが次のように構成されている場合は、DR に制
限事項があります。

■ シングルパーティション内の単一ドメインで、1 枚以上の UltraSPARC IV+ システ
ムボードを使用している

または

■ デュアルパーティションモードでの 2 つのドメイン (A および C) 構成で、各ドメ
インで 1 枚以上の UltraSPARC IV+ システムボードを使用している

schostname:A> setupplatform -p usiv+

UltraSPARC IV+ Configuration
----------------------------
Is UltraSPARC IV+ going to be deployed in domain A? [false]: true
Is UltraSPARC IV+ going to be deployed in domain C? [false]: 

schostname:A> showplatform -p usiv+

UltraSPARC IV+ is supported in domain A
UltraSPARC IV+ is not supported in domain C
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この場合、DR の connect コマンドおよび configure コマンドを使用してドメイ
ンに I/O ボードを追加することはできません。ただし、前述のシステムで、I/O 
ボードに対して DR の unconfigure コマンドおよび disconnect コマンドを使用
することはできます。

DR では I/O ボードのテストが可能な 2 つめのドメインが必要であるため、この制限
事項が発生します。ボードの取り外しおよび交換については、プラットフォームの管
理マニュアルを参照してください。

Solaris 8 および Solaris 9 オペレーティングシス
テムでのみサポートされる Sun Fire Link インター
コネクト

5.20.0 ファームウェアで Sun Fire Link インターコネクトを使用するには、Solaris 8 
または Solaris 9 のいずれかのオペレーティングシステムを使用します。

ファームウェアのアップグレードおよびダウング
レード

ファームウェアのアップグレード手順については、Sun Fire ミッドレンジシステムの
このファームウェアリリースに付属する Install.info ファイルに記載されていま
す。また、Install.info ファイルには、以前のバージョンのファームウェアへの
ダウングレード手順も記載されています。

E6900/E4900 システムおよび UltraSPARC IV CPU/メモリーボードを搭載したシス
テムでは、version 5.16.0 以降のファームウェアを実行する必要があります。これよ
り前のバージョンのファームウェアは、UltraSPARC IV CPU/メモリーボードをサ
ポートしていません。

E6900/E4900 システムおよび UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードを搭載したシス
テムでは、version 5.19.0 以降のファームウェアを実行する必要があります。これよ
り前のバージョンのファームウェアは、UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードをサ
ポートしていません。

SC V2 が構成されているミッドレンジシステムでは、5.19.0 または 5.20.0 から以前の
リリースにファームウェアをダウングレードできます。ただし、これらの以前のリ
リースのファームウェアでは、5.19.0 または 5.20.0 での新機能およびバグの修正がサ
ポートされないことに注意してください。
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注意 – 冗長システムコントローラ (SC) 構成の場合は、Install.info ファイルの
記述に従って、まずスペア SC のファームウェアをアップグレードしてから、メイン 
SC のファームウェアをアップグレードする必要があります。

電源装置の障害

Sun Fire 6800/4810/4800/3800 システムでは、ファームウェアを version 5.14.x 以降
にアップグレードしたあとで電源の切断または投入を行うと、電源装置に障害が発生
する場合があります。

注 – ここで説明する障害は、A184 および A185 の電源装置では発生しません。

電源装置に障害が発生すると、次の現象が現れます。

■ 電源装置のオレンジ色の障害 LED のみが点灯する。

■ showboards コマンドの出力に、電源装置の Status フィールドに Failed と示され
るか、Component Type フィールドに No Grid Power と示される。

次の回避方法に従って、電源装置の障害を解決してください。まず、回避方法 1 を実
行してください。回避方法 1 で解決できない場合には、回避方法 2 を実行してくださ
い。回避方法 2 で解決できない場合には、回避方法 3 を実行してください。

■ 回避方法 1 － 電源装置のスイッチをオフにしてからオンに設定してください。た
だし、Sun Fire 6800 システムの場合は、電源装置にスイッチがないため、回避方
法 2 を実行してください。

■ 回避方法 2 － 障害の発生した電源装置をシステムから取り外し、20 秒待ってから
再度取り付けてください。緑色の起動 LED 以外にも点灯している LED がある場
合は、緑色の起動 LED のみが点灯された状態になるまで、この手順を繰り返して
ください。数回試みる必要がある場合があります。

■ 回避方法 3 － SC を再起動してください。その後、power on コマンドを使用して
電源装置をオンに設定してください。

Sun Fire ミッドレンジシステムの既知の
制限事項
この節では、重大な影響を及ぼす可能性のあるバグについてのみ説明します。
README ファイルには、Sun の内部だけで検出されたバグも含めて、修正済みのす
べてのバグの一覧が記載されています。
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POSIX タイムゾーンの 2007 年の移行日の変更 – 
米国の 2005 年エネルギー政策法 (バグ ID 
6369788)

タイムゾーンによっては、新しい夏時間 (DST) の規則が 2007 年 3 月 11 日 (日) から
適用されます。たとえば、2006 年の太平洋標準夏時間 (PDT) は 4 月 2 日 (日) から始
まり、10 月 29 日 (日) に終了します。2007 年の PDT は 3 月 11 日 (日) から始まり、
11 月 4 日 (日) に終了します。

DST の規則は、米国の 2005 年エネルギー政策法によって変更され、2007 年から変更
の適用が開始されます。これらの変更の一部は、オーストラリアのコモンウェルス
ゲームにあわせて 2006 年に実施されました。

注意を促すために、システムコントローラ (SC) によって、2007 年 1 月 1 日から 1 日
に一度、再起動を求める警告メッセージが SC コンソールに出力されます。次に例を
示します。

新しい DST の規則をロードするために、2007 年 1 月 1 日から 2007 年 3 月 11 日まで
の間に SC を再起動してください。

SNMP: FrameManager には MIB のエントリがな
く、フレーム状態トラップが発生しない (RFE 
4987286)

SNMP は、ミッドレンジシステムコントローラのプライベートインタフェースで
す。このため、Sun Management Center が SNMP を介して FrameManager の情報
を受信することはありません。ログホストが存在する場合、FrameManager および 
RTU の状態はログホストから監視できることに注意してください。

回避方法: ありません。

WARNING: SC was booted in year 2006, and SC current year is 2007. Please reboot 
the SC to get the current Daylight Saving Time rules.
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sgcn_output_line(): OBP console 

blocked; message data lost (バグ ID 
4939206) 

Solaris オペレーティングシステムまたは OpenBoot PROM からのデータの提供が、
システムコントローラによるコンソールへのデータの書き込みよりも速い場合は、表
示されないコンソールメッセージが存在することを示すメッセージが表示されます。

回避方法: ありません。

ファームウェアのアップグレードによって接続形
式が変更される (バグ ID 5060748、6255332)
ミッドレンジシステムのファームウェアを 5.17.x、5.18.x、5.19.x、または 5.20.x から
それより前のファームウェアバージョンにダウングレードしたあとで接続形式を変更
した場合、そのあとでファームウェアを 5.17.x、5.18.x、5.19.x、または 5.20.x に更新
して戻すと、古いファームウェアバージョンで新たに選択した接続形式は保証されま
せん。ファームウェアを古いファームウェアバージョンから 5.17.x、5.18.x、5.19.x、
または 5.20.x に更新すると、古いファームウェアバージョンで変更する前に 5.17.x、
5.18.x、5.19.x、または 5.20.x で使用していた元の接続形式が復元されます。

回避方法: システムの安全性を確保するために、setupplatform コマンドを使用し
て、接続形式を明示的に設定してください。
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電源障害によって SEEPROM の内容が破壊される
場合がある (バグ ID 5093450)
セグメントの追加処理中に電源障害および SC の再起動が発生すると、再起動時に 1 
つ以上の SEEPROM セグメントが破壊される場合があります。次の例のログシーケ
ンスは、不正なタグの記述を示しています。

このようなエラーメッセージが表示された場合でも、ドメインの可用性には影響あり
ません。

回避方法: ありません。

cfgadm unconfigure N0.SB0::mem の実行
後、panic:recursive mutex_enter の次に 
panic:panic sync timeout が表示される (バ
グ ID 6379866)
UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードを使用している一部のシステムで、次のコマ
ンドを実行すると、システムパニックが発生する可能性があります。

# cfgadm -c unconfigure N0.SB0::memory

回避方法: 使用している Solaris OS に適切なパッチを適用してください。

Aug 04 14:18:42 schostname-SC0 schostname-sc0 Platform.SC: [ID 470632 local0.error] 
/N0/SB2: SepromSegment(constructor): ID at 0x0042: Illegal Tag 0x00 at 0x002b
Aug 04 14:18:42 schostname-sc0 schostname-sc0 Platform.SC: [ID 576073 local0.error] 
/N0/SB2: SepromSegment(constructor): PE at 0x00bf: Illegal Tag 0x00 at 0x0102
Aug 04 14:18:42 schostname-sc0 schostname-sc0 Platform.SC: [ID 982808 local0.error] 
/N0/SB2: SepromSegment(constructor): PS at 0x01c6: Illegal Tag 0x00 at 0x0000
Aug 04 14:18:42 schostname-sc0 schostname-sc0 Platform.SC: [ID 586548 local0.error] 
/N0/SB2: SepromSegment(constructor): FD at 0x01dd: Illegal Tag 0x00 at 0x0002
Aug 04 14:18:46 schostname-sc0 Platform.SC: [ID 139087 local0.notice] Clear 
/N0/SB2 invalid segment
.
.
.
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